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【連結損益計算書】

2020年３⽉期 第2四半期の当社グループの
売上高は 3,116億円 前期比 +62億円の増収、
営業利益は 106億円 前期比 +10億円の増益です。

経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益におきましても
それぞれ増益となりました。
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【連結営業利益の増減要因の内訳（実績）】

乳製品セグメントでは、
宣伝促進費の効率的な運⽤による増益要因があったものの、
固定経費やオペレーションコストなどが増加したことから
トータルで前期比 1億円の減益となりました。

飲料・デザート類セグメントでは、
⽣乳取引価格の引き上げの影響などによる原材料コストの増加や
オペレーションコストの増加があったものの、
価格改定の実施に伴う販売単価差の影響や
宣伝促進費の効率的な運⽤に取り組んだ効果などにより
トータルで前期比 13億円の大幅な増益となりました。

結果として、全体の増減益ネットでは、
前期比 10億円の増益、
上期予想からは、4億円上回りました。
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【連結貸借対照表】

資産合計は3,627億円 前期末比32億円の増加です。
流動資産の増加は、
売上債権が9億円、たな卸資産が21億円増加したことが主な要因です。
固定資産の増加は、
建設仮勘定の増加などにより、有形固定資産が19億円増加したことが
主な要因です。

流動負債は、1,166億円、前期末比12億円減少、
また、固定負債は719億円、前期末比8億円減少しました。
これは、流動負債のうち仕⼊債務が6億円、
短期借⼊⾦が7億円減少したこと、
固定負債のうち⻑期借⼊⾦が10億円減少したことが
主な要因です。

純資産合計は 1,741億円、前期末比 53億円の増加です。
株主資本等が 48億円増加し、
その他有価証券評価差額⾦が 2億円増加したことが主な要因です。

連結経営数値ですが、連結⾃⼰資本比率は47.2％、
前期末比で0.9ポイント向上しています。
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【連結キャッシュ・フロー計算書】

次にキャッシュ・フローについてです。
営業活動によるキャッシュ・イン 136億円と、
投資活動によるキャッシュ・アウト 99億円、
さらに財務活動によるキャッシュ・アウト 52億円の結果、
現預⾦残高が15億円減少いたしました。
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